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Ｑ　
国
民
健
康
保
険
税
の

改
正
に
お
い
て
所
得
控
除

額
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る

対
象
人
数
の
影
響
は
。

Ａ　
平
成
30
年
度
課
税
に

お
い
て
18
世
帯
34
人
で

す
。

Ｑ　
渡
船
管
理
費
で
職
員

人
数
の
変
更
が
な
い
の
に

賃
金
が
大
幅
に
増
え
て
い

る
が
。

Ａ　
パ
ー
ト
職
員
か
ら
臨

時
職
員
、
臨
時
職
員
か
ら

嘱
託
職
員
の
雇
用
形
態
の

変
更
に
よ
る
も
の
で
す
。

令和元年度
６月定例会
６ ６ ６13

（８日間）

 本　会　議 
６日　一般質問
７日・13日　議案審議他

 常任委員会 
10日　総務産業
11日　文教民生

　

令
和
元
年
第
２
回
議
会
定
例
会
が
、
６
月
６
日

か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条

例
の
改
正
や
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件

等
上
程
さ
れ
、
審
議
し
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

町
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

専決処分事項の承認
〇千代田町税条例等の一部を改正する条例
〇千代田町都市計画税条例の一部を改正する条例
〇千代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
〇平成31年度千代田町一般会計補正予算（第１号）

令和元年度　一般会計補正予算（第２号）
約380万円が追加され総額約45億4,506万円になりました。

主
な
質
疑

可決

可決

第７回  議会報告会 子ども議会
期日：令和元年11月６日（水）午後２時から
場所：千代田町役場　３階　議場
目的：�中学生の社会科の生きた勉強と、子どもの

まちづくりへの考えを参考にします。

昨年の議会報告会 町議会議員と昨年の子ども議員

期日：令和元年11月９日（土）午後６時30分から
場所：千代田町民プラザ　１階　講義室
目的：�町民と議員が町政全般にわたり情報及び意

見を交換します。

議会からのお知らせ 今年も開催します。

歳入
　職員の派遣に伴う負担
金や国県支出金における
低所得者介護保険料軽減
負担金が追加されました。

歳出
　職員の人事異動等に伴う人件費の整理のほか、財政
調整基金積立金や介護保険料について、低所得者の保
険料軽減を図るための繰出金、また、保健センター機能移
転に伴う、発注者技術支援業務委託料が追加されました。

主
な
質
疑
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審議議案と議員の賛否（第２回定例会）
上程された議案・概要・結果

大
澤　
成
樹

酒
巻　
広
明

橋
本　
和
之

大
谷　
純
一

森　
　
雅
哉

川
田　
延
明

襟
川　
仁
志

小
林　
正
明

柿
沼　
英
己

細
田　
芳
雄

青
木　
國
生

髙
橋　
祐
二

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項
(千代田町税条例等の一部を改正する条例)　◇【個人町民税の住宅借入金等特別
控除について適用期間の延長、法人町民税の申告書提出方法の緩和、固定資産税
の特例を受けるための規定の追加などの改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認(11:0)

(千代田町都市計画税条例の一部を改正する条例)　◇【都市計画税の固定資産税
等の課税標準の特例に特例措置が追加されたことに伴う項ずれの改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認(11:0)

(千代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例)　◇【国民健康保険税の軽
減判定の幅を広くし、中間所得層の被保険者の負担に配慮した改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認(11:0)

(平成３１年度千代田町一般会計補正予算（第1号)　
◇【歳出において「風しん」に関わる健康管理システムの改修費用や「プレミ
アム付き商品券」事業に関わる準備事務経費など総額約626万円を追加補正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認(11:0)

条例の一部改正
千代田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例　
◇【国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の改正により改定】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決(11:0)

千代田町税条例　◇【個人町民税を非課税とする規定を追加し、軽自動車税の改
正では税負担の軽減措置が講じられたもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決(11:0)

千代田町介護保険条例　◇【介護保険法施行令で規定する最大限の軽減率を反
映した所要の改正を行い、低所得者支援を確保するもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決(11:0)

字の区域の変更　◇【千代田第二工業団地造成事業に伴い、造成区域が複数の字
にまたがることから整理するため】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決(11:0)

令和元年度　補正予算
一般会計（第２号）　◇【約380万円を追加し総額約45億4,506万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決(11:0)
介護保険特別会計（第１号）　◇【約107万円を追加し総額約9億8,249万円とする】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決(11:0)
人　事
千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱の同意　
◇【現委員の岩橋逸男氏を再任（赤岩地区）任期２年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意(11:0)

千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱の同意　
◇【新委員の入谷忠氏を選任（新福寺地区）任期２年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意(11:0)

千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱の同意　
◇【新委員の江原稔之氏を選任（下中森地区）任期２年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意(11:0)

千代田町固定資産評価審査委員会の委員の選任の同意　
◇【現委員の森田清史氏を再任（新福寺地区）任期３年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意(11:0)

千代田町固定資産評価審査委員会の委員の選任の同意　
◇【現委員の川島政好氏を再任（瀬戸井地区）任期３年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意(11:0)

千代田町教育委員会教育長の任命の同意　
◇【現教育長の岡田哲氏を再任（瀬戸井地区）任期３年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意(11:0)

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

教育長に

岡田 哲 氏 再任!! 岡田教育長に今後の抱負を聞きました。
　皆様、お世話になります。この度、教育長に再任されました岡田哲と申
します。
　さて、私は１期３年間を通して、本町の児童・生徒や町民の皆様が安心し
て学び過ごせる町づくりを目指して教育行政の刷新に努めてまいりました。
　２期目では、今まで出来なかったことを実現できるよう努力すると共に、
既存の制度の更なる改善・発展に努め、教育を受けるなら千代田町、楽し
く過ごすなら千代田町と皆様に自負していただけるような町になるよう、
その具体策の実施に努めてまいりたいと思います。
　皆様の更なるご理解ご協力をお願い申し上げまして再任のご挨拶とさせ
ていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
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令和元年度
予算

特
集・取
材

子育て世代包括支援センター
（保健センター内）

東西認定こども園

ひとりで抱え込まず、お気軽に相談 一貫した12年間の教育体制の実現
　妊娠期から子育て期にわたるまで母子保健や専門
的な見地から子育てに関する相談支援事業を実施し、
子育て世代への切れ目のない支援を行うため、千代
田町子育て世代包括支援センターを設置しました。

　教育・保育を一体的に行う施設で、幼稚園と保育
園の両方の良さを併せ持っている施設です。３歳以
上の園児に関しては、保護者の方の就労状況に関係
なく、同じ施設に通い園児同士の交流が生まれます。

利用者の声

先生の声

支援員の声

保護者の声

町行政からの声

・�乳幼児に対しての健診がとても手厚
く、保健師さんにも話しやすいです。
・�妊娠期に支援員さんに相談にのっ
てもらい安心して出産できました。

Ｏ先生のコメント
　こども園における教育・保育の質を高め、職
員間で連携を図りながら、一人ひとりと向き合
い、努力していきます。
Ｈ先生のコメント
　子どもたちの笑顔がたくさ
ん見られるよう、職員一丸と
なって、より良い「こども園」
づくりに努めていきます。

母子保健コーディネーターＨさんコメント
　妊娠期から子育て期にある人がより安心して
千代田町で子育てができるように支えていきた
いです。

・�統合するのに不安がありましたが子ども達の
笑顔がたくさん溢れていてその不安が一掃さ
れました。子どもたちの笑顔をより多く増や
すために微力ながら協力したいと思います。
・�子どもたちが「毎日楽しい」と笑顔で話して
くれるのが親として一番嬉しいです。今後も
大きく期待しています。

　５月22日㈬　文教民生常任委員会におい
て、東西認定こども園を管内視察しました。
議員のコメントP.13

・�インタビューしたお母さんが「妊婦時
の相談には助けられた」と話されてい
たのが印象に残りました。手厚い健診
と相談会で子育て世代を支援する様子
がうかがい知れました。�
・�妊娠期から子育て期まで切れ目のない
サポートで子育て世代のための支援が
また一歩前進。�

Ｓさんコメント
　お子さんが楽しく学び合える集団生活の場と
なるよう、こども園を支えていきます。

取材議員のコメント

１歳６か月児健診の様子

子育て支援を追跡
出産・子育てしやすいまちを実現!!

橋本

酒巻

４月１日
スタート
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６議員が登壇

小林　正明 議員	 P.６

① �小学校教育におけるプログラミング教
育の在り方について

森　　雅哉 議員	 P.８

① �本町の公園の活用について

酒巻　広明 議員	 P.10

① 災害・防災対策について

橋本　和之 議員	 P.７

① �改元と改元に伴う長期休暇の対応につ
いて

② �自殺対策計画を活用した、「ひきこもり」
対策の展開について

大谷　純一 議員	 P.９

① �都市計画道路の現状と展望、交通安全
対策について

② �英語特区と英検無償化の効果と検証

大澤　成樹 議員	 P.11

① 利根川新橋について
② クビアカツヤカミキリ対策について

一 般 質 問
そこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（千代田町は答弁も含め40分以内で
す。）その中で、町長や町行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、
または、質疑をすることです。議会だよりは、その内容を要約して報告します。
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問　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
と
は
。

教
育
長　
児
童
が
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
な
が

ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
意

図
し
た
処
理
を
行
わ
せ
る

た
め
に
必
要
な
論
理
的
思

考
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
学
習
活
動
で
す
。

問　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
と
は
。

教
育
長　
新
学
習
指
導
要

領
に
は
、
自
分
が
意
図
す

る
一
連
の
活
動
を
実
現
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

動
き
の
組
合
わ
せ
が
必
要

で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
動

き
に
対
応
し
た
記
号
を
ど

の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
た

ら
良
い
の
か
、
ま
た
、
記

号
の
組
み
合
わ
せ
を
ど
の

よ
う
に
改
善
し
て
い
け
ば
、

よ
り
意
図
し
た
活
動
に
近

づ
く
の
か
、
論
理
的
に
考

え
て
い
く
こ
と
と
解
説
さ

れ
て
い
ま
す
。

問　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
必
修
化
の
前
に
す
べ

き
こ
と
は
。

教
育
長　
各
学
校
に
お
い

て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ

り
育
て
た
い
力
を
明
ら
か

に
す
る
。
こ
れ
が
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
肝
と
な

り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
教

育
に
係
る
人
材
育
成
で
あ

り
、
今
年
度
小
学
校
全
教

職
員
と
中
学
校
の
技
術
科

教
員
を
対
象
に
し
た
研
修

会
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
や

県
教
育
委
員
会
主
催
の
研

修
会
、
講
座
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
促
し
て
い
き
ま

プログラミング教育の在り方は
【教育長】論理的思考力を

身につけるための学習活動です

小林 正明議員
MASAAKI KOBAYASHI

コンピュータを使った授業風景

す
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

状
況
は
。

教
育
長　
各
学
校
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
教
室
に
40
台
ず

つ
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
も

段
階
的
に
導
入
し
て
お
り
、

東
小
学
校
23
台
、
西
小
学

校
25
台
、
中
学
校
に
13
台

を
導
入
済
み
で
す
。

問　
指
導
す
る
人
材
の
確

保
は
。

教
育
長　
各
教
科
の
中
で

横
断
的
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
全
教
職
員
が
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
実

施
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
人
材
確
保
も
大
切
で

す
が
、
ま
ず
は
現
場
の
教

職
員
の
人
材
育
成
が
最
も

大
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

つぶやき

児童も先生も楽しく、
プログラミング教育が
進んで、大好きになる
といいなぁ。
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問　
改
元
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
全
体
の
移
行
作
業
は
問

題
な
く
行
え
た
か
。

総
務
課
長　

前
も
っ
て
各

シ
ス
テ
ム
の
状
況
に
つ
い

て
確
認
を
行
い
、
問
題
な

く
稼
動
し
て
い
ま
す
。

問　
こ
ど
も
園
に
お
い
て

仕
事
に
出
勤
す
る
保
護
者

へ
の
対
応
は
。

健
康
子
ど
も
課
長　

４
月

30
日
か
ら
５
月
２
日
ま
で

の
３
日
間
、
預
け
先
の
な

い
保
護
者
に
限
定
し
て
預

か
り
保
育
を
行
い
ま
し

た
。
３
日
間
で
延
べ
19
名

の
園
児
を
預
か
り
、
職
員

は
延
べ
15
名
が
出
勤
し
ま

し
た
。

問　
長
期
休
暇
の
対
応
に

つ
い
て
町
民
か
ら
多
種
多

様
な
要
望
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図

で
対
応
し
結
果
を
ど
う
評

価
し
た
か
。

町
長　
町
民
か
ら
要
望
が

あ
る
前
に
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
対
応
策
を
各
課
局
で
検

討
し
、
適
切
な
対
応
が
実

施
で
き
ま
し
た
。
職
員
へ

の
町
民
目
線
で
の
対
応
や

行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス

業
と
い
う
意
識
改
革
が
浸

透
し
た
結
果
と
思
い
ま

す
。

長期休暇の対応について総括評価は
【 町長 】要望がある前に考えて適切な対応が

できました

汎用性の高い対策計画です

問　
本
年
度
か
ら
取
組
む

自
殺
対
策
計
画
に
ひ
き
こ

も
り
対
策
を
加
え
同
時
に

進
め
て
い
く
と
効
果
が
高

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
国
に
指
針
を
示
し

て
も
ら
い
、
県
と
連
携
を

組
み
な
が
ら
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お

い
て
も
関
係
所
管
と
連
携

を
密
に
し
て
取
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　
ひ
き
こ
も
り
の
方
へ

の
対
応
策
は
用
意
さ
れ
て

い
る
か
。

町
長　
各
課
局
を
超
え
て

県
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
包
括
的
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
ひ
き
こ
も
り
対
策
に

は
就
労
対
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、
町
と
し
て
対
策

は
あ
る
か
。

答　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
県

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
支

援
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

つぶやき

ひきこもりが社会問題に
なっています。非常にデ
リケートな問題ですが、
困っている方には行政の
助けが必要です。

自
殺
対
策
計
画
を
ひ
き
こ
も
り
対

策
と
し
て
活
用
し
て
は

【
町
長
】　�

関
係
所
管
と
連
携
し
な
が
ら
取
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

橋本 和之議員
KAZUYUKI HASHIMOTO
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問　
な
か
さ
と
公
園
の
堤

防
側
の
側
道
が
行
き
ど
ま

り
で
車
の
方
向
変
換
を
す

る
こ
と
が
難
し
い
。
看
板

の
位
置
変
更
な
ど
の
対
策

は
。

町
長　
来
場
者
に
対
し
て

親
切
な
お
も
て
な
し
を
念

頭
に
、
当
該
道
路
に
進
入

す
る
手
前
に
看
板
の
場
所

を
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

来
年
度
の
利
根
川
水
系
連

合
・
総
合
水
防
演
習
で
は

利
根
川
河
川
敷
の
利
活
用

を
念
頭
に
、
何
ら
か
の
形

で
通
り
抜
け
が
で
き
る
よ

う
要
望
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

な
か
さ
と
公
園
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
予
約
状

況
は
。

なかさと公園の側道の看板対策を
【 町長 】看板の場所を変更します

森 　 雅 哉議員
M A S A Y A  M O R I

町
長　
平
成
30
年
度
の
利

用
者
数
は
４
，
０
３
６
名

で
す
。
平
日
に
つ
い
て
は

年
間
を
通
し
て
空
き
が
あ

り
ま
す
が
、
夏
休
み
期
間

中
は
ほ
ぼ
予
約
で
い
っ
ぱ

い
と
な
り
ま
す
。

問　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
の

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
拡

大
に
つ
い
て
は
。

町
長　
駐
車
可
能
台
数
は

８
台
で
少
な
目
で
あ
る
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。
今
後

の
利
用
状
況
を
見
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
施

設
を
東
部
運
動
公
園
に
設

置
す
る
の
は
。

町
長　
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
要
望
が
増
え
た
場

合
に
は
、
水
防
演
習
跡
地

の
河
川
敷
利
活
用
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
な
か
さ
と
公
園
、
東

部
運
動
公
園
の
出
店
に
つ

い
て
は
。

町
長　
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
と

連
携
を
組
み
な
が
ら
取
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
出
店
に
つ
い
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
を

も
っ
と
し
て
も
い
い
と
思

う
が
。

町
長　
物
品
販
売
や
写
真
、

映
画
撮
影
な
ど
敷
地
の
利

用
料
金
を
掲
載
し
、
公
園

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
商
工
観
光
係
と
し
て
、

町
内
の
公
園
の
活
用
に
つ

い
て
は
。

経
済
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

桜
ま
つ
り
、
ち
よ
だ
利
根

川
お
も
て
な
し
マ
ラ
ソ
ン

の
充
実
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
旅
行
業
者
に
よ
る

千
代
田
町
の
体
験
ツ
ア
ー

等
で
な
か
さ
と
公
園
な
ど

を
組
み
込
ん
で
Ｐ
Ｒ
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

この先が行き止まりだとわかりにくい状況になっている
つぶやき

本町は公園を含め、ど
んどん活性化してきて
いると感じます。
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問　
都
市
計
画
道
路
赤
岩

新
福
寺
線
の
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

都
市
整
備
課
長 

今
後
、
赤

岩
側
と
舞
木
側
の
県
道
接

続
部
分
や
車
道
・
歩
道
の

舗
装
工
事
な
ど
の
発
注
を

し
、
令
和
２
年
３
月
末
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

問　
都
市
計
画
道
路
赤
岩

新
福
寺
線
が
県
道
赤
岩
足

利
線
（
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ

ク
リ
バ
ラ
さ
ん
北
）
に
接

続
後
の
信
号
機
の
運
用
方

法
は
。

都
市
整
備
課
長　

現
状
の

５
差
路
の
信
号
機
が
都
市

計
画
道
路
側
に
移
設
に
な

る
予
定
で
す
。

問　
広
域
農
道
ま
で
延
伸

し
た
場
合
、
い
く
ら
費
用

が
か
か
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

土
地
・

建
物
関
係
の
補
償
費
が
約

４・
５
億
円
、
道
路
の
築

造
費
で
約
２
億
円
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

問　
都
市
計
画
道
路
を
児

童
・
生
徒
が
横
断
す
る
機

会
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
、

信
号
機
が
３
箇
所
程
必
要

と
な
る
と
思
う
が
、
交
通

安
全
対
策
は
。

都
市
整
備
課
長　

歩
行
者

用
信
号
機
の
早
期
設
置
に

向
け
て
、
警
察
と
十
分
な

交
通
安
全
対
策
を
図
り
ま

す
。

問　
英
語
特
区
と
英
検
無

償
化
の
効
果
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

外
国
語
指
導
助
手
（
外
国

人
教
師
）
の
配
置
や
特
例

校
指
定
に
よ
る
小
学
校
か

ら
の
英
語
教
育
の
充
実
に

よ
り
、
英
語
力
は
上
昇
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
英
検
無
償
化
に
よ
り
、

中
学
生
は
よ
り
上
の
級
を

目
指
し
て
い
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

問　
教
育
長
の
考
え
る
英

語
教
育
と
は
何
か
。

教
育
長　
本
町
の
児
童
・

生
徒
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
で
物
事
を
考
え
、
世
界

中
の
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ

う
基
礎
を
築
い
て
あ
げ
た

い
で
す
。

都市計画道路の交通安全対策は
【 都市整備課長 】警察と十分な

安全対策を図ります

接続が待たれる都市計画道路(舞木地内) 

大谷 純一議員
J U N I C H I  O Y A

英
語
特
区
と
英
検
無
償
化
の
効
果
は

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】　
英
語
力
は
上
昇
し
て
い
ま
す

つぶやき

子どもやお年寄りが安
心して渡れる道路にし
てほしいなぁ。
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問　
地
震
や
風
水
害
な
ど

災
害
時
に
、
障
が
い
者
の

方
々
が
安
全
に
避
難
場
所

等
へ
避
難
で
き
る
よ
う
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

町
長　
地
震
に
よ
る
災
害

時
は
、
近
所
の
人
に
安
否

を
確
認
し
て
も
ら
い
複
数

の
健
常
者
の
人
と
一
緒
に

行
動
す
る
こ
と
で
不
自
由

な
部
分
を
カ
バ
ー
し
て
避

難
所
へ
向
か
え
る
は
ず
で

す
。

　

風
水
害
時
の
対
策
は
、

気
象
庁
が
発
表
し
た
情
報

等
を
住
民
へ
適
切
に
発
信

し
て
周
知
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問　
障
が
い
者
の
方
々
を

安
全
に
避
難
場
所
等
へ
避

難
さ
せ
る
た
め
に
自
主
防

災
組
織
の
訓
練
や
講
習
会

な
ど
を
開
催
し
て
は
。

町
長　
町
民
を
サ
ポ
ー
ト

し
な
が
ら
と
も
に
助
け
る

精
神
を
、
防
災
組
織
を
通

じ
て
指
導
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問　
障
が
い
者
の
た
め
の

防
災
の
手
引
、
防
災
ハ
ン

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
考

え
は
。

町
長　
平
成
29
年
１
月
に

避
難
行
動
要
支
援
者
を
対

象
に
名
簿
を
作
成
し
て
あ

り
ま
す
。
災
害
時
に
は
、

警
察
、
消
防
、
支
援
し
て

く
れ
る
団
体
等
と
支
援
を

図
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

障がい者のための
防災ハンドブックは
【 町長 】避難行動要支援者を対象に名簿を

作成してあります

町制35周年で毎戸配布された
非常用持出袋と大震災時対応マニュアル

問　
町
内
小
中
学
校
の
水

害
に
対
し
て
の
避
難
訓
練

は
行
っ
て
い
る
か
。

町
長　
避
難
訓
練
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
年
の
３

月
に
自
主
防
災
組
織
連
絡

協
議
会
講
演
会
の
講
師
、

群
馬
大
学
大
学
院
の
金
井

准
教
授
（
当
時
）
も
水
害

に
つ
い
て
は
事
前
に
危
険

を
知
ら
せ
る
た
め
、
特
に

訓
練
は
要
ら
な
い
だ
ろ
う

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

問　
水
害
時
に
も
避
難
場

所
に
な
る
町
内
小
中
学
校

に
備
蓄
品
は
ど
の
程
度
あ

る
の
か
。

町
長　
中
学
校
に
は
災
害

時
で
も
学
校
運
営
が
で
き

る
よ
う
取
り
そ
ろ
え
た
備

蓄
品
が
あ
り
ま
す
が
、
食

料
、
飲
料
水
に
つ
い
て
の

備
蓄
は
学
校
内
に
置
い
て

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
防
災
意
識
も
高
ま
る

点
か
ら
も
児
童
・
生
徒
に

防
災
用
備
蓄
品
を
購
入
し

て
も
ら
う
考
え
は
。

町
長　
児
童
・
生
徒
に
備

蓄
品
を
購
入
し
て
も
ら
う

考
え
は
な
い
で
す
。
家
庭

で
事
前
に
準
備
を
し
て
も

ら
う
の
が
一
番
良
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

つぶやき

災害時に必要な知識や
関心を持ってもらうこ
とが大切。今後も防
災・減災への幅広い対
策を進めていくことが
重要。　

酒巻 広明議員
HIROAKI  SAKAMAKI
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問　
新
橋
建
設
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
ど
ん
な
取
組
み

を
し
て
き
た
の
か
。

町
長　
平
成
９
年
２
月
18

日
に
利
根
川
新
橋
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
群
馬
県
、
埼
玉

県
、
栃
木
県
及
び
国
、
国

土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

問　
新
橋
建
設
と
こ
れ
に

係
る
広
域
的
な
道
路
整
備

で
期
待
さ
れ
る
本
町
の
効

果
は
。

町
長　
都
心
に
向
け
た
南

北
の
交
流
、物
流
、経
済
、

観
光
と
人
の
流
れ
を
大
幅

に
促
進
す
る
こ
と
で
３
県

が
更
に
発
展
す
る
こ
と
で

す
。

問　
今
後
、
新
橋
建
設
に

向
け
て
ど
ん
な
取
組
み
を

し
て
い
く
の
か
。

町
長　

平
成
28
年
３
月
、

千
代
田
町
利
根
川
新
橋
建

設
促
進
事
業
実
施
要
綱
を

作
成
し
、
要
望
活
動
や
各

種
Ｐ
Ｒ
活
動
の
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

問　

昨
年
の
調
査
か
ら
、

被
害
状
況
の
推
移
は
。

町
長　
平
成
29
年
度
は
48

本
、
30
年
度
は
１
５
３
本

と
、
約
３・
２
倍
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

問　
町
職
員
も
研
修
会
等

に
参
加
し
知
識
の
習
得
に

努
め
て
い
る
の
か
。

町
長　
経
済
課
か
ら
２
名
、

教
育
委
員
会
か
ら
１
名
、

計
３
名
の
職
員
が
５
月
16

日
に
太
田
市
北
部
運
動
公

園
で
行
わ
れ
た
講
習
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

問　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
対
策
講
習
会
を
開
催

す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

町
長　
被
害
相
談
が
あ
っ

た
と
き
は
、
職
員
が
現
場

に
出
向
き
、
具
体
的
な
説

明
や
駆
除
方
法
を
体
験
し

て
も
ら
い
な
が
ら
対
応
を

し
て
い
ま
す
。
大
人
数
で

の
研
修
会
よ
り
も
理
解
度

が
高
ま
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
被
害
を
受
け
た
町
民

へ
の
支
援
は
。

町
長　
１
市
５
町
の
協
議

会
で
対
策
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

新橋建設に向けた取組みは
【 町長 】国、地方整備局への要望活動です

大澤 成樹議員
N A R U K I  O S A W A

つぶやき

クビアカツヤカミキリ
の脅威をもっと知って
ください。

ク
ビ
ア
カ
に
よ
る
被
害
状
況
の
推

移
は

【
町
長
】　
約
３・
２
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す

利根川新橋早期建設へ向けた市民
団体の活動
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　事業着手より20年あまりが経過した都市計画道
路3・4・70赤岩新福寺線の事業完成が見えてきた
ため、現地視察を行いました。東端の県道赤岩・足
利線に接続する部分と西端の主要地方道足利・千代
田線に接続する部分の道路の高低差や信号機の設置
場所、横断歩道等について、所管課長の説明を聞き
ながら念入りに安全について確認しました。
　今年度中に歩行者も安心できる素晴らしい道路が
完成します。開通時には県道赤岩・足利線の接合箇
所が丁字路になりますが、将来的に現在の保健セン
ター東側付近まで延伸してジョイフル本田方向より
来る道と接合できたときには、本町において東西を
流れる交通事情は画期的に改善されると思います。
　国道も鉄道も通っていない本町なので、せめて東
西南北の道路整備は一刻も早く実現してもらい、近
隣の市町から来やすく、近隣市町へ行きやすくする
ことが必要と思います。町長は日頃より議員の質疑

に対する答弁の中で、スピード感を持って仕事を行
うと回答しているので、まさにスピード感を持って
進めてもらいたいと思えた管内視察でした。
� 細田芳雄　記

完成が見えてきた都市計画道路

管内視察 レポート

議員の一言
視察を終えて

総務産業常任委員会 令和元年６月13日実施
場所：都市計画道路3・4・70赤岩新福寺線

　現地で信号機の場
所や今後の予定を確
認できました。
� 森

　取り組みの強化が
必要な道路整備が、
着実に進んでいる。
� 柿沼

　住む人達に移転を
頂き道路を作る大変
さを感じました。
� 細田

　町の発展のため、
生きた道路となるよ
う期待したい。

襟川

　既存道路との接続
による課題の解決策
を確認しました。

橋本

　順調に進められて
いる都市計画道路。
夢の新橋に期待が！
� 川田

　更なる「まち」の
活性化につなげてい
くことが重要です。

大澤

　都市計画道路が町
発展の起爆剤になる
ことを祈る。

青木

　生活の利便性が増
す都市計画道路、開
通に期待高まる。

小林

　子どもの安全に配
慮した道路が出来て
欲しいです。

大谷

　町の新たな動脈、
利便性の高い道路と
して期待します。

酒巻

工事が順調に進む都市計画道路

都市計画道路工事現場での現地視察
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　平成31年４月から町立西幼稚園・西保育園を
「西こども園」、町立東幼稚園・東保育園を「東こど
も園」としてスタートしました。
　こども園は幼稚園が行う「幼児教育」と保育園が
担う「保育」の両方の役割を持つ施設です。西こど
も園は幼稚園・保育園の両園舎を活用し217人、東
こども園は保育園舎を活用し78人が通園していま
す。子どもの過ごし方についても、年齢ごとにさま
ざまな工夫がされていました。０〜２歳児について
は保育園と同じような過ごし方をしますが、３〜５
歳児については１日４時間程度を教育時間として設
定しています。また世代の違う子ども同士が交流を
通して、成長し合える環境が整っています。一般的
な幼稚園では３歳から就学前までの園児が利用しま
すが、こども園は０歳の園児から入園が可能で年齢
の離れたお友達と交流することができます。年上や
年下のお友達との交流を通して体力、知力、そして

精神的にもさまざまな刺激が得られることと感じて
います。
　開園したばかりで職員・保護者の皆様にとっても、
まだまだ手探りの部分もあるでしょう。「本町の宝」
でもある子どもたちの笑顔のために、より充実した
魅力ある東西こども園になってほしいです。
� 大澤 成樹　記

笑顔あふれる東西こども園

管内視察 レポート

議員の一言視察を終えて

文教民生常任委員会 令和元年５月22日実施
場所：東西こども園

こども園で説明を受ける議員

　幼保一元化開始で
す。こどもの笑顔の
為に頑張ります。
� 川田

　教育・保育・食育
の更なる充実に期待
します。

大澤

　東の、遊戯室の納
戸と廊下の早期改修
が望まれる。

青木

　笑顔の園児、しっ
かり挨拶。先生の努
力に感謝します。

小林

　まだ統合したばか
りですが、うまく
いって欲しいです。

大谷

　子どもたちの笑顔
溢れる東・西こども
園でした(^^)/

酒巻

　職員の方から課題
を拝聴した。現場の
声を大切にします。
� 柿沼

　みんなで協力しな
がら進めている事が
良くわかりました。
� 森

　４園を２園に移行
は園児保護者先生町
当局の連携の賜物。
� 細田

　運営は大所帯にな
りましたが上手く融
合しましたね。

橋本

こども園園児の作品
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総務産業常任委員会
柿沼 英己（委員長）
森　 雅哉（副委員長）
細田 芳雄
襟川 仁志
橋本 和之

≫主な所管事務について
総　務　課…町づくり講演会について・ゆう活

について・館林地区消防組合管内
の火災発生件数について

財　務　課…町税の課税状況について

経　済　課…旅行業界関係者のエクスカーショ
ン（見学会）について・クビアカ
ツヤカミキリについて

都市整備課…ふれあいタウンちよだ分譲状況に
ついて・工業団地事業について

会　計　課…自動車税の取扱について

≫意見交換　商業分譲地の営業活動について・自主防災組織について
≫閉会中の継続調査について

問
耕
作
放
棄
地
や
荒
れ

地
へ
の
対
策
は
。

答
近
隣
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
状
況
だ
と
認
め
ら

れ
れ
ば
、
管
理
者
に
対
し

て
通
知
を
出
し
て
い
ま

す
。問

税
金
の
銀
行
の
口
座

振
替
は
増
え
た
か
。

答
税
目
で
は
国
保
税
が

増
え
て
い
ま
す
。

問
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
対
策
を
す
る
と
桜
の

木
は
切
ら
ず
に
済
む
の

か
。答

死
滅
す
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
薬

剤
へ
の
抵
抗
力
も
つ
く
の

で
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

意
見
交
換

商
業
地
分
譲
の
営
業

活
動
に
つ
い
て

執
行
部
企
業
誘
致
推
進

室
長
を
置
き
、
商
工
観
光

係
と
も
連
携
し
て
い
き
ま

す
。
分
割
分
譲
に
興
味
を

示
す
企
業
も
あ
り
ま
す
。

議
員
分
割
可
能
と
は

企
業
に
も
伝
え
て
い
る

か
。執行

部
分
割
購
入
を
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
す
。

議
員
安
く
売
る
こ
と

は
検
討
し
て
い
る
か
。

執
行
部
近
隣
相
場
と
同

程
度
で
、
検
討
企
業
か
ら

も
高
す
ぎ
る
と
い
う
話
は

出
て
い
ま
せ
ん
。

自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て

防
災
管
財
係
長
（
防
災
士
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と

き
に
消
防
車
は
消
火
活
動

で
忙
し
く
、
救
急
車
も
動

け
な
く
な
り
、
住
民
の
活

躍
の
力
が
大
き
か
っ
た
の

が
自
主
防
災
が
作
ら
れ
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。

議
員
自
主
防
災
組
織

に
後
継
者
が
い
な
い
地
域

が
あ
る
。

執
行
部
去
年
は
連
絡
協

議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

町
で
補
助
金
も
出
し
て
い

ま
す
。

議
員
防
災
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
の

で
、
観
て
も
ら
う
こ
と
も

良
い
と
思
う
。

執
行
部
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
自
主

防
災
組
織
で
観
て
い
る
地

域
も
あ
り
、
防
災
士
に
講

話
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

議
員
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ

て
救
助
す
る
こ
と
な
ど
、

実
際
的
な
知
識
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
。

執
行
部
地
元
の
お
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
と
き

に
自
主
防
災
組
織
が
集

ま
っ
て
消
火
器
の
使
い
方

を
教
え
る
こ
と
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
」、「
逃
げ
る
」
と
い

う
こ
と
と
、
近
所
で
助
け

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

主
な
質
疑

町からの報告事項

主な協議事項

実際に消火器を使った消火訓練

千代田町議会だより「大河」147号　令和元年７月25日発行 14



文教民生常任委員会
川田 延明（委員長）
大澤 成樹（副委員長）
青木 國生
小林 正明
大谷 純一
酒巻 広明

≫主な所管事務について
住民福祉課…児童手当の給付について
　　　　　　ＮＰＯ法人ハートフルふきあげ千

代田事業所立ち上げについて

健康子ども課…受動喫煙防止の強化について
　　　　　　風しんに関する追加的対策について
環境下水道課…ゴミの減量化について
教育委員会…特別教科（道徳）について

≫意見交換　こども園の運営について
≫閉会中の継続調査について

問
町
民
プ
ラ
ザ
を
拠
点

に
、
小
学
生
の
吹
奏
楽
教

室
の
活
動
が
始
ま
っ
た
が

参
加
人
数
及
び
楽
器
類
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

答
東
小
が
2
名
、
西
小

が
13
名
で
す
。
楽
器
類
は

手
持
ち
と
借
り
入
れ
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

中
学
校
で
使
用
し
て
い
た

修
理
可
能
な
楽
器
や
、
購

入
予
算
を
と
っ
て
少
し
ず

つ
増
や
し
て
行
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問
東
こ
ど
も
園
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
が
対
応

は
。答

廊
下
の
傷
み
や
雨
漏

り
の
関
係
等
々
の
修
理
や

改
修
が
必
要
な
所
を
洗
い

出
し
、
財
政
面
を
考
慮
し

な
が
ら
順
次
改
善
し
て
い

き
ま
す
。

問
7
月
1
日
か
ら
公
共

施
設
が
原
則
敷
地
内
禁
煙

に
な
る
が
、
マ
ナ
ー
違
反

に
対
し
罰
則
規
定
は
な
い

の
か
。

答
違
反
者
に
対
し
て
は

管
理
者
が
注
意
を
促
し
、

反
省
が
な
い
場
合
最
終
的

に
法
律
に
よ
る
判
断
と
な

り
ま
す
。
今
後
は
喫
煙
者

の
受
動
喫
煙
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
も
ら
い
違
反

は
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
道
徳
教
育
の
指
導
者

と
そ
の
教
育
に
つ
い
て
。　

答
道
徳
の
授
業
は
原
則

と
し
て
学
級
担
任
が
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
考
え
を
よ
り

深
め
ら
れ
る
よ
う
、
発
問

や
交
流
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

意
見
交
換

こ
ど
も
園
の
運
営
に

つ
い
て

議
員
こ
ど
も
園
に
移

行
か
ら
2
ヶ
月
た
つ
が
保

護
者
や
園
児
に
戸
惑
い
は

な
い
か
。

園
長
西
こ
ど
も
園
は

２
１
７
名
の
園
児
が
い
ま

す
の
で
給
食
の
問
題
と
か
、

多
少
の
心
配
な
所
は
あ
る

よ
う
で
す
。
で
き
る
限
り

話
を
聞
い
て
、
し
っ
か
り

対
応
し
解
消
に
努
め
て
い

ま
す
。

議
員
危
機
管
理
体
制

は
で
き
て
い
る
か
。　
　
　

職
員
防
災
の
た
め
の
避

難
訓
練
を
毎
月
1
回
は

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

熱
中
症
・
感
染
症
や
地
震

対
策
等
を
ま
と
め
て
１
冊

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
と
し
備

え
て
い
ま
す
。

議
員
園
児
達
の
対
応

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
先
生
方

の
働
き
方
改
革
な
ど
に
も

十
分
配
慮
の
上
、
こ
ど
も

園
の
向
上
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
。

主
な
質
疑

町からの報告事項

主な協議事項

教科化された道徳
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議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は、

９月３日（火）～９月13日（金）の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

議会広報編集委員会
委
員
長

橋
本　

和
之

副
委
員
長

酒
巻　

広
明

委

員

柿
沼　

英
己

委

員

川
田　

延
明

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

大
澤　

成
樹

委

員

髙
橋　

祐
二

今号の表紙
～ぬるぬるしてる!!　「おっ」足が抜けないぞ!!～
　６月26日西小５年生73人が、JA邑楽館林営農対策課
の協力のもと町民プラザ南側の田んぼで、地域で一番作
付けされている「あさひの夢」の田植え体験をしました。
　子どもたちは、はだしになって田んぼに入ると苗
を手に取りしっかり丁寧に植えました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

ハワイアンメモリー
代表者：高橋　あや子さん（赤岩）

　当サークルは20年以上の歴史を持ち、
会員数10名で毎週火曜日の13時から
15時まで町民プラザで活動しています。
そろいの衣装を身に纏い、みんなで仲
良く楽しみながらフラダンスの練習に
励んでいます。
　定期的にコムハウスなどの福祉施設
に慰問をしており、現在は公演に向け
て熱心に練習中です。慰問では私たち
も元気をもらい嬉しいですよ。

みんなで仲良く、
運動のためにしています

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

取材議員のひとこと

長年一緒に活動されてきたメンバー
の皆さん。決めポーズもばっちり揃っ
てました。

橋本柿沼
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